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On this essay, I research the actions of the British National Party during the early 
1980s and 1990s.  First I consider the establishment of the BNP and its course. 
Especially I make reference to the thoughts of J.Tyndall who was leader of the NF but 
left it in the early 1980s.  Next I consider the political line of the BNP as to elections 
in the local arena.  Besides I consider some racial incidents the BNP concerned with.  
It is obvious that the BNP was involved in racists attacks contemporary Britain. 
Taking it in to consideration, we will reveal the realities of the BNP and consider 
why they took such radical actions as to murder ethnic minority.  We can recognize 
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2. 「イギリス国民党」の成立 
 
80年にすでに NFの委員長職を辞していた J．テンダル（John Tyndall）は、82年 8月












後者としばしば対立した。(10) 80 年代にNFの中心的存在になるA．ブロンズ（Andrew 
Brons）やR．フェラール（Richard Verral）など「シュトラーサー派」とはもともと折り












































British Movement）から分派した人たち、A．フォンティーン（Andrew Fountain）が 79年
－13－ 
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に NFを去り「NF合法運動」（The NF Constitutional Movement）を創り、さらに分裂





BNP、NF、「セント ジョージ同盟」（The League of St. George）、「国家社会主義者行動
グループ」（The National Socialists Action Group）、「国家行動党」（The National Action 

























































































が立候補しそれぞれ 3.6％と 3％を得ている。タワー・ハムレット市に限れば 10％の得票
率があったことになる。92年 10月タワー・ハムレット市ミルウォール区の地方選でB．オ
















































しかし、早くも 94年 4月にビーコンは議席を失うことになる。(32) だが得票数は 500以
上増えていたのである。この年の 9 月の選挙では 33.86％という得票率を維持しているこ
とからも、BNP支持の風が逆風になったわけではない。同年BNPはロンドン地区で 29 人





合の政策ではBNPに近い「連合王国独立党」（United Kingdom Independence Party）は、

























で力をつけてくる 80年代後半から 90年代前半を見てもその著しい傾向がみられる。(36) ち




壊行為、そして 52,000 件の脅迫行為が報告されている。73 万件におよぶエスニック・マ








らい住んでいるのであろうか。91 年の統計によれば、イギリスの人口約 5,900 万人の内
4.26％にあたる約 247 万人が住んでいる。さらに細かく見ると、カリブ系黒人が全人口の
0.9％、アフリカ系黒人が 0.38％、インド系が 1.53％、パキスタン系が 0.87％、バングラ






が見えてくる。この町の人口は約 21 万 7 千人で 12.7％がエスニック・マイノリティであ
る。85年～95年までの統計を見ると、殺人は 91年 2件、92年 1件、93年 1件起きてい
る。目立つのは、器物破損で 85年 182件が 95年には 273件と増加している。また警察官

















に占める割合である。男性 73.7％、女性 3.3％と圧倒的に男性が多くい。年齢は 15歳から
25歳の若者が 68％を占めている。グループ行動が 69％で、単独では 20％と三分の一以下
である。また白人によるものが 90％と圧倒的に多く、カリブ系はわずか 0.5％、入り混ざ
った民族グループのものが 2.9％となっている。これらの数値からしても、民族主義的動機
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R．エドモンド（Richard Edmonds）という全国運動推進本部の幹部やその仲間は、黒人
を殺傷したことに連座して有罪判決を受けている。またこの本部の幹部であるA．レコマー
（Anthony Lecomber）は、鉄クギ爆弾や手榴弾の所持の廉で 87年に有罪判決を受け 3年
ほど入獄している。また彼は 90 年に傷害事件を起こし、91 年にはユダヤ人教師を暴行し
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